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【緒言】Cs2HfCl6は，我々のグループとアメリ

カのグループにより最近見出された，自己賦活

型とされるシンチレータである[1,2]．既往の研

究では，蛍光および励起スペクトルに基づき，

その蛍光は Cl-から Hf4+への電荷移動遷移に帰

属されている．一方，量子化学計算では，正孔

が Cl2
-（いわゆる Vk センター）として自己束

縛を生じ，その周囲に電子が局在する自己束縛

励起子の形成が提唱されている[3]．本研究では，

発光機構に関するより詳細な情報を得るべく，

蛍光およびシンチレーションの温度依存性を

解析した． 

【実験方法】試料結晶をクライオスタットに取

り付け，紫外光（253 nm）あるいはＸ線照射に

より生じる発光を光ファイバーにてマルチチ

ャンネル分光器へと輸送し，スペクトルを取得

した． 

【結果と考察】図 1に，蛍光スペクトルにおけ

るピーク波長である 440 nmでの，蛍光強度の

温度依存性を示す．なお，スペクトル形状の変化は見られなかった．図２に，Ｘ線励起ラジオル

ミネセンス（XRL）強度の温度依存性を示す．XRLスペクトルでは，温度上昇に伴う線幅の増大

が観測された．そのため，図２では積分強度をプロットした．いずれの場合においても，強度は

温度に対して単調に増大した．これらの結果は，熱活性による消光を考慮した二準位モデルでは

説明できないものである．少なくとも，一種類の自己束縛励起子からの発光であるという仮説は

否定された．  
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図１ 440 nmにおける蛍光強度の温度依存性 

 

図２ X線励起ラジオルミネセンス強度の 

温度依存性 
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